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 タブレットをタップする。

ミニスケールの⽇本家屋が滲むよう

に現れた
。

 ⼆度⽬で建屋に⾊が乗り
、

使い込まれた艶が出た
。

「次の『章』を」

 息飲み⾒つめる野郎共の⽬の前で
。

 ⾵吹く筈の三度⽬に
、

電魔が作ったＭＡＮＡ製の家はあえなく

崩れた
。

 ＊
 ＶＲより鮮明に
。

 動くことがままならないあなたでも
。

 思い出の場所を訪なってみませんか。

 ＊
 妖精が⾶んでいく
。

宣伝⽂句の前を過ぎ突いた指を嫌がって。

 ＭＡＮＡが⽣み出すものは実物だ
。

ＶＲとは異なって、

⾒て触

れるのがウリだった。

「詐欺だろ」
「サービスと⾔え」

 それが表⾯だけの再現でも
。

「そして
、

電魔書ライター（俺たち）のお仕事だ」

 ⾒上げる先で妖精は
、

電波（命令）を逃れ
、

解けて消えた
。

 三⽇⽉が沈み⾏くビルの隙間を駆けていく
。

前⾏く男は蹴り上

がり軒を掴み
、

ひらりひらりと距離を開ける
。

 逃げられる
。

このままでは
。

 腕時計をタップする。

周囲の電魔の強制停⽌――司法組織の切

り札を
。

「間に合え！」

 男の⾜が廃材を踏む
。

僕の⼿元に⽉紋様が浮かび上がる
。

 ドラッグの効いた筋⾁が、

淡く輝くMANAに照らされ
。

「えっ」

 僕は闇の中にいた
。

 三⽇⽉の夜に発症するウィルスの噂があった。

 発動者の視覚を聴覚を
、

触覚までをも奪うと⾔う
。

 犯罪組織の仕業とも
、

厨⼆病発症者の愉快犯とも
。

 中東の技術者集団の
、

警告だとも⾔われている――

。

「逃げられたな？」

 声に瞬き⾒上げれば
。

 三⽇⽉のような上司の笑顔が
。

 ⽉は既に地平の彼⽅
。
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  絵 の 隅 の Ｑ Ｒ コ ー ド に タ ブ レ ッ ト を か ざ せ ば
、

ダ ウ ン ロ ー ド は

⾃ 動 的 に 始 ま っ た
。

  画 ⾯ に 魔 法 陣 が 描 か れ る と
、

電 ⼦ 魔 術 書 は 光 の 魔 ⼥ を 召 喚 し た
。

  彼 ⼥ は そ の 姿 に 息 を 呑 む
。

溢 れ た 雫 が 頬 を 伝 っ た
。

『 愛 し い 妹 と
、

そ の 憎 た ら し い 婚 約 者 殿 へ ― ―』

  結 婚 す る 時 に 読 み 込 む こ と
。

シ ン プ ル な 遺 ⾔ 書 の 開 封 だ っ た
。

  魔 ⼥ が ⾔ 葉 を 重 ね る た び に 絵 は 薄 く な っ て い っ た
。

彼 ⼥ は 気 付

く 様 ⼦ も な く す っ か り 魔 ⼥ に 魅 ⼊ ら れ て い る
。

魔 ⼥ は ⽣ き て い る

よ う に 僕 へ と ⽬ を 向 け
、

視 線 を 合 わ せ
。

『 よ ろ し く 頼 む よ 』

  そ の 姿 を 宙 に 溶 か し た
。

「 絵 が … …」

  ⽩ い キ ャ ン パ ス が 広 が っ て い た
。

そ し て
、

銀 ⾏ 名 と ⼗ 数 桁 の 数

字 列 が
。

  ― ― 結 婚 お め で と う
。

さ よ な ら
。

  魔 ⼥ の 声 が
、

最 後 に 響 い た
。

  ⼿ 頃 な ⽯ で か ま ど を 組 む
。

チ タ ン マ グ に ⽔ を ⼊ れ
、

か ま ど の 上

へ 落 ち 着 か せ る
。

  電 波 は 無 い が 充 電 に は 余 裕 が あ る
。

内 蔵 ラ イ ブ ラ リ か ら 電 ⼦ 魔

術 書 を 読 み 出 し て
、

か ま ど の 下 へ と セ ッ ト す る
。

  中 空 に ⽣ ま れ た 炎 が 熱 を マ グ に 伝 え て い く
。

熱 は 滲 む よ う に ⽔

へ と 伝 わ り
、

や が て 気 泡 が ぽ つ り ぽ つ り と ⽣ ま れ て い く
。

  岩 の ⼀ つ へ 腰 を 下 ろ す
。

マ グ か ら 昇 る ⾹ 気 の 湯 気 は
、

⾵ に 攫 わ

れ ⾚ と ⻩ ⾊ の 合 間 を 抜 け る
。

熱 と 炎 が 作 り 上 げ た 燃 え か す の よ う

な コ ン ク リ ー ト の 街 並 を
、

⾒ 下 ろ し 渡 っ て ⾒ 知 ら ぬ 蒼 穹 の 彼 ⽅ ま

で
。

  ふ と
、

空 へ と ⽕ 球 が 昇 っ た
。

Ｍ Ａ Ｎ Ａ は 激 し く 煙 を 吹 き
。

「 遭 難 だ ！ 」
「 だ れ か

、

ロ ー プ の 電 魔 書 ！ 」

  タ ブ レ ッ ト を ⽚ ⼿ に ⼭ 男 が ⼭ ⼥ が 仲 間 の 救 助 に 動 き 出 す
。
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  奪 う の は 与 え る よ り も 難 し い
。

『 氷 を 作 れ 』

  電 書 魔 術 科 後 期 課 題 と 書 か れ た フ ァ イ ル に は
、

た っ た ⼀ ⽂
、

そ

う 書 か れ て い た
。

「 ド ッ プ ラ ー 冷 却 な ら ど う だ 」

  他 ⾔ 語 で 書 か れ た 論 ⽂ に ⾷ い つ い て は ⾒ た も の の
。

意 味 を 成 さ

な い 翻 訳 結 果 が 画 ⾯ を 占 め た
。

  他 の チ ー ム は ど う し て い る か
。

顔 を ち ょ い と 上 げ て み れ ば
、

そ

そ く さ と ノ ー ト は 隠 さ れ た
。

「 勉 強 す れ ば ？ 」

  タ ッ プ ⾳ が 聞 こ え て き た
。

顔 を 上 げ る と 同 時 に 冷 ⾵ が ⾸ 筋 を 撫

で て い く
。

「 電 書 魔 術 の 前 に さ 」

  思 わ ず ⾸ を す く め た 俺 へ ⾺ ⿅ に し た よ う な 声 が 降 っ て く る
。

  氷 を ま と わ り 付 か せ た ま ま の タ ブ レ ッ ト を 握 る 細 い 指 に
、

僕 の

⼼ は た っ た ⼀ 瞬 で 氷 り 付 い た
。

  氷 で 極 限 ま で 冷 や さ れ た 後
。

  反 転 し て 温 度 が 上 が る よ う な
。

  東 洋 系 の あ で や か な 美 ⼥ と 作 り 物 め い た 美 貌 の 男
。

⼿ 元 の セ ン

サ ー は R E D を 表 ⽰
。

  中 扉 に ⼿ を か け た カ ッ プ ル に 引 き つ ら な い よ う ⼒ を 込 め た 柔 い

笑 顔 で 声 を か け る
。

「 お 客 様
、

当 店 で は e P U G （ 電 書 魔 術 書 ） の ご 利 ⽤ は 控 え て 頂

い て お り ま す 」

  多 く の 合 法 カ ジ ノ で は 電 書 魔 術 の 使 ⽤ は 禁 ⽌ だ
。

不 満 も ク レ ー

ム も 受 け 流 す の が 俺 の 仕 事
。

  し か も
。

「 店 中 で は ジ ャ ミ ン グ を ⾏ っ て お り ま す
。

装 飾 な ど に e P U G が

使 ⽤ さ れ て い た 場 合 … …」

  男 の 顔 が 瞬 時 に 引 き つ る
。

⼥ の ⾜ が ⼀ 歩 下 が る
。

扉 に 触 れ た ⼥

の ド レ ス は
、

⾳ も ⽴ て ず に 触 れ た と こ ろ だ け 蒸 発 し た
。

  ⾔ い 終 わ る 前 に 合 わ せ た よ う に ⼆ ⼈ 揃 っ て 踵 を 返 す
。

  平 凡 な 幸 運 を
。

似 た も の カ ッ プ ル へ ⼼ の 中 で 声 を か け た
。
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